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四
月

一
日
、
川
内
町

ふ
る
さ
と

交
流
館
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

大
浴
場

、

気
泡
風
目

、

サ
ウ
ナ
、

う
た
せ
湯
な
ど
多
彩
な
お

風
巴
が

充
実
。

こ
の
ほ
か

、

温
水
プ
ー
ル
、

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室

、

交
流
室
な
ど

の
施
設
も
あ
り

、
町
民
の
憩
い
の

場
と

し
て
、
ま
た

、
地
域
を
越
え

た
交
流
の
場
と
し
て
ご

利
用
で
き

ま
す

。

~ ~土 h 、日会P司 Jバご式おスii:'主?の￡aze凡
りよ、"すIßJ 1) -4 iTtt..1" lQ.7ú夫νノ守也ロ

.プ ル/高齢者の体力保持を行い、 自らが体力保持の衰えを少しでも抑制するため、温水

利用のプール浴を整備しております。

.お風呂/地域住民から都市住民による 、研修活動、交流後の体のリフレッシュを目的に、ジ

ェット 、 パイプラ、 うたせ、 サウナを整備しております。

.交流室/地域組織の本格的な活動拠点となるべく 、小集団 ( 10名程度・交流室ト2 ・ 3 ) か

ら団体 (60人程度大広間) までが交流することか可能な施設を整備しております。

温水プール (歩行浴)

特産品
展示コ ナ

繊械室

E量話コーナー

交涜室

2 軽食
交流室 コーナー

地域ふれあい
交流室

文化
研修室wc 



INFORMATION 

.入館料

大人 (中学生以上) 400円
| 回数券/4.000円 ( 1 1枚綴り ) t 
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人

亘
歳

小
己
3 毎

65歳以上又は身体障害者 300円

害一身体障ー( 1刊(叫ー吋身体障
級)をそれぞれ提示して下さい。

| 回数券/3β00円 ( 1 1枚綴り ) t 

.施設使用料

-交流室 1 ・ 2 ・ 3を専用する場合 (2時間)

… . 500円
(使間2附超える場合は 1 時間追)
加に対し250円の割増料金となります。

・地域ふれあい交流室を専用する場合 (2時間)

。 ' 1 ，000円
(使用時間2時間を超え碍合は 1時蹴
加に対し500円の割増料金となります。 )

.営業案内

浴 AM 10:00~PM 10:00 
(午後9 : 30札止め)

・健康管理室 AM10:00~PM 10:00

(午後9:30札止め)

AM1 1: 00~PM 9:00 

毎月第 1 ・ 3水曜日

- 入

- 軽食コーナー

・休館日
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\、可\

~ 防災行政無線施設は、

4月 1 日より運用開始です

~受信状況は良好ですか~

運
用
開
始
を
前
に
現
在

、

試
験

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
、
よ
り
よ
く
聞
こ

え
て
い
る
か
ご
確
認
下
さ
い

。

運
用
開
始
を
前
に

川
内
町
で
は
四
月

一
日
よ
り
町

た
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た

有
線
放
送
に
か
わ
り
、

川
内
町
防

災
行
政
無
線
局
を
開
局
し
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
電
波
に
よ

る
放
送
で
す
の
で
情
報
を
迅
速
、

か
つ
即
時
に
伝
達
で
き
ま
す

。

又
、
線
が
な
い
た
め
、
強
風

等

に
よ
る
折
線
な
ど
の
投
輩
、
事
技

l

i

t

i

-

-
---
i
 

で
き
ま
す
。

が
な
く
、
災

害
時
に
有
効
に
活
用

放
送
内
容
は

防
災
行
政
無
線
で
の
放
送
内
容

は
、
緊
急
放
送
と
通
常
放
送
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

緊
急
放
送
は

、

火
災
、
台
風
、

地
震
等
の
非
常
災
害

時
の
情
報
を

迅
速
に
伝
え
ま
す
。

な
お
、
緊
急
放
送
は
ボ
リ
ュ

l

ム
を
下
げ
て
い
て
も
最

大
音
量
で
放
送
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す

。

そ

し
て

、
内

蔵
乾
電
池
に

よ

り

、
停
電
時
で
も
放

送
が
聞
け
ま
す
。

通
常
放
送
は

、

決
ま

っ
た

時
間
に
放
送
す
る

定
時
放
送
、
時
報
放
送

と
臨
時
に
行
う

臨
時
放

送
が
あ
り
ま
す

。

定
時
放
送
と

時
報
放

送
の
時
間
と
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
行
う
予
定
で
す
。

A 

戸別受信機
各家庭に設置した戸別受信機。

緊急放送、通常放送 (時報放送を除く )

が聞けます。

4 屋外拡声子局
町内28カ所に建てた屋外拡声子局。

緊急放送と時報放送のみ流します。 だ

だし、時報放送は、明二定の屋外拡声子

局で流します。

a画h

結
川?
f

f

パ/
/
 

.無線放送(通常放送)の内容

時 間 内 打谷セ司

;:ι H 

午前 611寺 30 分日寺 IIIT役 j~Jjからの

方支
午後 711寺 3 0 分 お知らせなど

送

時
正

メロテ'イーを i1rE

報放 して時ごwをお刻l

I、i2S
午後 6 11寺 らせします。

l、 人11:

※無線放送では 、 電波法により個人

の利益につながる広告放送はでき

ません。

試験放送が受信不良の場合

家の中で受信機の設置場所を変え

てみてください。 それでも受信不

良の場合は、屋外アンテナの設置

が必要ですので町役場総務課へお

申し出下さい。



こ
ん
な
と
き
は
、

13 ，300円に

4

月
か
ら

12 ，800円 (月額) が

(
刊
日
以
内
に
)

届
出

を
f

国
民
年
金

こんなとき 14日以内に届出を 届出に必要なもの

他市町村から転入してきたとき 印かん

職場の健康保険をやめたとき
印かん、職場の健康

保険をやめた証明書

子どもが生まれたとき
印かん 、 保険証、

母子健康手帳

生活保護をうけなくなった とき
印かん、保護廃止

通知書

他市町村へ転出するとき 印かん、保険証

職場の健康保険に加入したとき
印かん、国保の保

険証、健保の保険証

生活保護をうけるとき
印かん 、 保険証、

保護開始通知書

死亡したとき
印かん 、 保険証、

死亡を証明するもの

市区町村で住所が変わったとき

のそほ
世帯がわかれたり、いっしょになったとき 印かん、保険証

世帯主力ず変わったとき

台、 保険証の内容を訂正するとき
の

修学や出稼ぎなどのためもう 1 印かん保険証
とき

枚の保険証が必要なとき 在学証明書

保険証を紛失したとき 印かん

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

四
月
は
、

一
年
中
で
い
ち
ば
ん

異
動
の
多
い
月
で
す
。

異
動
が
あ

っ
た
場
合
は
、
お

早
目
に
(
十
四

日
以
内
に
)
役
場
福
祉
課
国
保
係

へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

------------
Fλと』 額 {呆 険 料 定額保険料+付加保険料

(13 ，300円 ) 03，300円+ 400円 )

毎月納めた場合
[ 13 ，300円 X 12 ヵ 月 ] [13 ， 700阿 X 12 ヵ 月]

159 ， 600円 164 ，400円

前納した場合 155 ， 750円 160 ，430円

害l ヨ | 客員 3 ， 850円 3 ， 970円

平
成
十
年
四
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

昨
年
、

二
一
，
八
O
O
円

(月
額
)
が
、

二
二
」
二
O
O
円
に
変
わ
り
ま
す

。

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

有
利
で
安
心

a調‘

前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を

一
年
分
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
有

利
に

な
る
ば
か
り
で
な
く

、
何
か
と
忙

し
い
方
に
は

、

手
聞
が
省
け
、
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す

。

9<i 
老人保健受給者の

皆さんにお願い
①受診の際は、 保険証と老人保健

法に よ る健康手帳 と 医療受給者

証を必ず提示してください。

②診療、継続中に受給資格 (被扶

養者の資格、勤務先の変更など)

の変更がある場合は 、 すみやか

に医療機関と役場福祉課へ届け

出をしてください。

健康手11長と医療受給者証は、

老人保健の受給資格を、また、

保険証は、 医療保険の加入者で

あることを吉正明するものです。

老人医療の適正な運用のため

に、皆さんのご協力をお願いい

たします。

震趨断:

月
一 前
日納
かを
ら 希
凹望
月さ
二 ~1;
十る
四方
EI は
ま
で凹

に
役
場
年
金
係
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。



犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
犬の登録と狂犬病予防注射を下記のとおり実施しま す。 飼われている犬の予防注射

(毎年受ける こと ) と 登録(生涯一度)をお近くの場所で受けてください。

口問い合わせ先 「一一登録 していない方一-----， I一一 登録済の方

5 ， 850円 11 2 ， 850円
注射半1 2 ，850円 I I (注射料のみ)
受録料 3 ，000円

健康センタ - fi966-2 1 91

ーー“

4 月 21 日 (火) 4 月 22 日 (水) 4 月 23 日 (木) 4 月 24 日 (金 )

9 :初、9 : 50 川内保 育関前 10 :∞、 10 : 25 横 ;~II 団地集会所 9 ・ 30、仕切 天 和11 住 宅 9 : 30、 9 :40 対11 川電話中継所

9:55、 10 : 10 中之 IIIJ 集会所 10:30、 10:45 市l 松瀬 川 公民 íi'l:i 10:∞、 10 : 20 i国組背年会fl'üi 9 :4 5 、 10 ∞ 向 jJ 西公民 f!í~i

10: 15、 10:30 IIIJ 西公民館 10 : 50、 10:55 j京 集 z-Zh 三 月i 10 : 25、 10 ・ 35 Jお や11 モt 10 ・郎、 10 :40 北八幡集会所

10:35、 10:40 市須賀薬品店 11:∞、 1 1: 05 鳥の子集会所 10:40、 10 : 50 束中 村 集会所 10 : 45、 11:ω 大西燃料店 北官!II

10: 45、 10:叩 南方東公民館 11 : 10、 1 1:15 1lq 屋 -It; 10 : 55 、 11 :10 北方公民館 11: 15、 11:25 問中村集会所

10:55、 11:05 板戸集会所 1 1: 20、 1 1:25 三 11守屋上バス停 11: 15、 1 1:20 上海仁パス fG 1 1: 30、 11:55 I11 上 /，>山ξI L力JjJJ 

11:10、 11:30 l旬 チ| I11 橋 1 1: 30、 1 1: 40 奥松瀬川公民 íinì 1 1:25 、 1 1:35 下海上集会所 13 :∞、 13 :15 @目11 之 I;I~ 

11 ・ 40、 11 ・m 高木集会所 11:品、 1 1: 50 五 干11 1 H: 11 :4 0 、 11:55 ï!fi古市集会所 13 : 20 、 13:35 WI 之内公民館

13 ・ω- 13 : 05 土 'ノんE、、』 4、L 場 11 : 句、 12:∞ 川筋木炭JilY 13 :∞、 13 :15 相 l 凹丸集会所 13 :40、 13 :4 5 永肝集会所

13:10、 13 :15 土谷公民館 13:10、 13:15 東谷 小 学校 13:20、 13 ・ 30 i山谷小学校 13 : 5ト 14:20 11す lzrtu ζ 1%1 

13 : 25、 13:30 落 出 13 : 20、 13 :30 音田杉原店 13 :40、 13 : 50 井内公民fií:i 14:25 、 14 ・ 45 {叱康センター|

13:35、 13:40 弥 助 成 下 13 ・ 35、 13 :40 inf 之内公民館 14 :ω、 14 :10 チ1: 内回集会所

13:45-13 ・ 50 調!II 入 口 13:45-13:55 ~~坊バス停 14:20、 l t!:30 :11: 111j ノ f ス 1.'"

13 : 55、 14 ・∞ 生活改善センター 14 :∞、 14:10 白 j者 屋 !苫 14 :ぬ、 14:45 川東公民館

14:10、 1 4 :15 海 上 車 I~! 14 :1 5、 14:20 近藤窓男宅下 14 : 50 、 15 ∞ 菅野 11寿氏宅 一|、

14:25、 14:30 日 iflì 集会所

軽
自
動
車
税
の

減
免
手
続
き
に
つ
い
て

j

四
月
二
十
三
日
ま
で
に
減
免
申
請
を

j

①
身
体
に
障
害
を
持
つ
人

②
戦

傷
病
者
①
精
神
に
障
害
を
持
つ
人

④
十
八
歳
未
満
で
身
体
に
障

害
を

持
っ
て
い
る
人
と
生
計
を

同
じ
く

す
る
人
ー
が
所
有
す
る
車
に
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
普
通
車
で
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は

、

軽

自
動
車
税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

ま
た
障

害
の
程
度
に
よ
っ
て
は

、

減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は

、

四
月

二
十

日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く

ご

-

'
h

i
、
為

。

ナ
ム
ふ
亡
、
ν

口
申
請
場
所

役
場
税
務
課

口
持
っ
て
く

る
も
の

・

印
鑑

-

運
転
免
許
証

.

自
動
車
検
査
証

・

身
体
障
害
者
手
帳
(
戦
傷
病

者
手
帳
)
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

辰

a・h

通
院
通
学
等
の

“証
明
書
な
ど

で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は

、

役
場

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

，、a
p
、

。

、

ι
'
ν税

g 務
~ 9 課
内 6 
線 6
30 
2 

31 ~ 
2 
2 

ノ



4 !jのイベント・講座

30人 (無料)

午前 ・ 一 [1[ 野草ウォッチング

午後 ・ "[1[ 野草料理講習

口申込み 、 問い合わせ先

川内町中央公民館事務局

口募集人員

口内 容

グ
ル
メ
の
集
い

4 月 29 日(水)みどりの日

唐 111申、 白猪の滝付近

[集合場所と 時間]

川内町中央公民館

午前 8 時30分

時

所

口 日

口場

fi966-4721 

中
文
昆
キ

」
d
E

フ

J
J

参太

フす獅子

.\~ 

北
川内町中央公民館

平成10年 4 月 5 日 ( 日 )
開場パ 8:00 開演パ 8 ・30

所

時

口場

口 日

太
桜
ま
つ
り

中
山
越
旧
金
毘
羅
街
道
を
歩
い
て

源
太
桜
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

j

口日時

4 月 5 日 ( 日 )

午前 9 時30分~

口場 所

土谷公民館

口イ ベン 卜 内容

0ウ ォ ーキング源太桜

Oもちまき(13時)

0甘酒無料サービス

Oお楽しみ抽選会

0農産物即売バザー

O投句箱設置など

口主催

ふるさと桜三里会実行委員会

口問い合わせ先

佐伯fi966-5767 

、援

a通‘

お花見ライブ実行委員会

大人工000円 (当日 1 ，200円 )

小 ・中・高 800円 (当日 1 ，000円 )

入場券は 、 中央公民館又は、後援団体へ。

川内町教育委員会、 川内町商工会、川

内町社会福祉協議会、 川内 [UT文化協会、

川内町体育協会 、 川内町婦人会、 川内

[I[J高校生父母の会、 川 内[I1TP T A連合

会、愛桜会、

川内剣道会

-主催
.前売券

.後



一人権・同和教育一

み
ん
な
の
幸
せ
を

本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
国

連
で
採
択
さ
れ
て
丁
度
半
世
紀
、

五
十
年
目
の
記
念
の
年
に
当
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、

同和教育だより

一
九
九
五
年

か
ら
始
ま
っ
た
「
国
連
人
権
教
育

の
十
年
」
の
第
凹
年
次
で
、
昨
年

七
月
に
は
政
府
に
よ
る

「
国内
行

動
計
画
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
こ
の
国
内
行

動
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
施
策
の

着
実
な
実

施
等
を
通
じ
て
、
人
権

教
育
の
積
極
的
推
進
を
図
り
、
も

っ
て
国
際

的
視
野
に
立
っ
て

一
人

一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
宣
(

に
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
人
権
国

家
の
実
現
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
己

と
記
さ
れ
て
い
ま
す

。

更
に
昨
年
三
月
に
は
「
人
権
擁

護
施
策
推
進
法
」
と
、
「地
対
財
特

法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
権
尊
重
の
考
え

願

教育委員会

つ

て

が
地
球
的
規
模
で
高
ま
っ
て
い
る

中
で
、

川
内
町
で
も
川
内
の
各
種

機
関
や
団
体
、
並
び
に
町
民
各
位

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

、

我
が
国
独
自
の
人
権
問
題
で
あ
る

同
和
問
題
の

完
全
解
消
を
め
ざ
し

て
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
在
の

と
こ
ろ
す
べ
て
の

川

民
が
、
同
和

問
題
の
本
質
を
正
し
く

理
解
し
、

こ
の
問
題
の
解
決
を
自

ら
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
差
別
解
消
の

た
め
積
極
的
に
取
り
組
む
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

。

一
方
、
子
供
た
ち
の
世
界
で
は

こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
校
内

暴
力

・

い
じ
め

・

不
登
校
等
々

、

も
ろ
も

ろ
の
憂
慮
す
べ
き
問
題
が
続
発

し
、
学
校
教
育
や
家
庭
教
育
、
地

域
の
教
育
力

等
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
と
と
も
に
、
改
め
て
人
権
教

育
の
更
な
る
徹
底
が
痛
感
さ
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
同
和
問
題

を
中
核
に
据
え
な
が
ら
、
よ
り
幅

広
く
す
べ
て
の
町
民
が
人
権
問
題

に

一
層
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る

よ
う
、
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

宇
品
1
レ
れ
~。

特
に
各
行
政
区
単
位
で
実
施
し

て
い
る
地
区
別
懇
談
会
で
は
、
そ

の
名
称
を

「人
権
・
同
和
教
育
地

区
別
懇
談
会
」
と
改
め
、
よ
り
身

近
な
人
権
問
題
か

ら
話
題
を
掘
り

起
こ
し
、
論
議
を
重
ね
る
中
で
同

和
問
題
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

方
法
を
と
り
ま
し
た

。

各
区
長
さ
ん
の
格
別
の
ご
協
力

・

ご
支
援
に
よ
り
、
町
内
六
十
八
の

行
政
区
中
、
五
十
五
の
行
政
区
で

実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

お
世
話
を
下
さ
っ
た
区
長
さ
ん
に

は
、
改
め
て
心
よ
り
篤
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

参
加
さ
れ
た

町
民
の
総
数
は
、

八
百
三
十

一
名
で
該
当
区
総
世
帯

数
の
お
よ
そ

三
割
で
し
た
が
、
話

し
合
い
は
大
変
和
や
か
で
明
る
い

雰
囲
気
の
所
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
ご

意

見
や
問
題
提
起
等
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

組
む
あ
た
た
か
い
人
権

・

同
和

教
育
」
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

皆
さ
ん
か
ら
の
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
言
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、

十
年
度
も
「

町
民
す
べ
て
が
取

り

同
和
問
題
に
関
連
す
る
法
律
等

一
八
七

一
年

(M
・

凹
)

一
九
三
二
年

(T
-

一
一
)

一
九
四
六
年

(S
-

二
二

一
九
四
八
年

(S
-

一
一
一
一
一
)

一
九
六
五
年

(S
-

四
O
)

一
九
六
九
年

(S
-

四
四
)

一
九
八
二
年

(S
・

五
七
)

L

也
或
改
u札
前対
策
に
か
か
る
閣
の
財
政
特
別
対
策
か
ら

一
般
対
策

一
九
八
七
4

ょ
の
特引
仙
抽
出に
関
す
る
法
律
へ
移
行
す
る
た
め
の
最
終
法

(
S
-六
一
一
)

一
九
九
凶
年
人
権
教
青
の
た
め
の
国
連
十年
:
:
:

国
連
総
会
採
択

I
l
l
1

(H
-

六
)

人
権
問
題
解
決
の
た
め
の

一
九
九
六
年
地
域
改

器
対
策
お
議
会
意
見
具
申
努
力
は
国
際
的
な
責
務

(H

八
)

一
九
九
七
年
改
正
地
対
財
特
法

・
:
j
i
-

-
:
:

四
十
五
事
業
を
十
五
事
業
に
縮
小

一(H
・
九
)

一
九
九
七
年
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
:
:
:
:
国
の
日
務

(人
権
郎被
施
策
悦
巡)

一
(H
-

九
)

一
九
九
七
年
人
椛
教

育
の
た
め
の
国
連
十
年
:
:
:

ニ
十
一
位
紀
は
「人
権
の
世
紀
」

一
(H

九
)
(
行

動
計
画
)

太
政
官
布
告
:
:
:
:
:
j

i
-
-

-

四
民
平
等

「人
の
世
に
熱
あ
れ
、

水
平
社
宣
言

人
間
に
光
あ
れ
」

日
木
ι国
憲
法
公
布
・

・

-

・
基
本
的
人
権
の
保
障

世
界
人
権
宣
言
:
j
i
-
-
:
:
:
:

人
間
の
自
由
・
平
等

同
和
対
策
審
議
会
答
申
・
・
・・・
・
・・
・
国
の
賞
，K妨

同
和
対
策
特
別
措
置
法
:
:

:

物
的
悲
按
糾
粧品備

地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
・
・
・
周
辺事
業
を
含
む

※ 

同
和
問
題
関
連

人
権
問
題
関
連

現
在
の
特
別
法
・
計
蘭



企

大人顔負けできびきび

と消火訓練、 救助訓練

をこなす西省小学校少

年消防クラブ員

力メラレポート

(消)

(防)

(出)

(初)

(式)

三
月

一
日

(
日
)、

川
内
中

学
校
運
動
場
で

、

重
信
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
両
町
消
防
団

員

、
東
温
消
防
署
員
を
は

じ
め
、
東
温
防

火
管
理
者
連
絡
協
議
会
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
川
内

保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

、

西
谷
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
な
ど
関

係

者
約
六
百
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た

。

服
装
点
検

、

機
械
器
具
点
検
の
後
、
防
火
演
技
、
ポ
ン
プ
操
法
、
消

火
訓
練

、

救
助
訓
練
な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
次
々
に
披
露
し

、

観
覧
者
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。

平
成

年
)[1 
!大j
[f[T 

イ呆か 砂
育わ
園い
幼ら
年し
消し、
防演
ク技
ラを
ブ披
貝露

し
た
)[1 

内

こ
の
後
、
分
列
行
進
や
消
防
功
労

者
の
表
彰
が
あ
り

、

最
後
に

、

表

川
で

一
斉
放
水
が
行
わ
れ

、

出
初
式
を
終
了
し
ま
し
た

。

.ﾂ. 

きびきびとした動作でポンプ操法を披露する

川内町消防団本部機械班

hv 
交
通
事
故
を
想

定
し
て
の
救

助
訓
練
を
披
露
し
た
東
温
消

防
署
署
員

島

¥ 



力メラレポート

消
防
功

表老
議彰石
略

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

マ
功
績
章

第
一分
団
副
分
団
長

第
六
分
団
副
分
団
長

-
」

7
bj

h
r

「
F

E
L

巾
+
p
h

r
-
市
l

高
須
賀
公
里

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
竿
頭
綬

川
内
町
消
防
団

マ
功
績
章

第
八
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第
八
分
団
班
長

第
二
分
団
団
員

大
西

成古
μん 1百J
ゥ;、 J孔

仁「 什ア

重

第
二
分
団
団
員
近
藤

第
三
分
団
団
員
菅
野

第
三
分
団
団
員
大
窪

マ
家
族
内
助
の
功
労
者

第
七
分
団
副
分
団長

渡
部
能
典
夫
人

渡
部
喜
久
子 靖正

夫務博

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第
四
分
団
副
分
団
長
和
田
正
計

第

一
分
団
班
長
高
須
賀
清

一

第
二
分
団
団
員
近
藤
久
志

第
二
分
団
団
員

小
倉
隆

則

第
三
分
団
団
員
東
才

一

第
三
分
団
団
員
高
須
賀
定
輝

第
六
分
団
団
員
酒
井
源
雄

第
六
分
団
団
員
宏

一

第
七
分
団
団
員
正
浩

第
八
分
団
団
員

1市

O
川
内
町
長
表
彰

第

一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

高名白
市 j也戸

富
男

藤
田
良
一
記

佐
伯
孝
二

松
尾
博
史

菅
野
林
次

高
須
賀
恵

梅
木
宏

富
久
賢
治

渡
部
透

白
戸
等

渡
部
安
正

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

高
橋

一
志

十
1

4

一

←
L
\
Jし

ふ
十
|

」
→
タ

-
一=n

三
津
山
保
生

v
hy

「叶
J

L
rr
J

ゴ

一

r
u廿ソ
叶γ

→
寸
ノ
叫
叫
」

江
戸
昭
夫

徳
野
文
雄

花
山
修

二

帯
同
地

旦
+
辛

利
雪

木本

O
川
内
町
長
特
別
表
彰

第
六
分
団
団
員
木
下

春
信

O
川
内
町
長
感
謝
状

渡
部
サ
ト

子 勇

' 町
内

2 月 22 日、 川上小学校で学習発表会が

行われました。

体育館とそれぞれの教室で発表会が行

われ、保護者から身近に見る子どもの演

技に盛大な拍手が送られました。 斉
美
化
清
掃

2 月 22 1:1 、 町内一斉美化清掃が行われ

ました。 河川清掃、 集会所周辺清掃、空

き缶拾いなど、 大勢の人が清掃活動に取

り組み 、 私たちの身近な場所が美 しくな

りました 。

川
上
小
学
校学習

発
表
会

4 



TOPIC.、TOW; 

国
保
杯
ク
口
ッ
ケ
I

大
会

町
内
の
ク
ロ
ッ
ケ

l

チ
l

ム
凶
チ

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

2
9
6
6

・
2
2
2
2

れ
ま
し
た
。

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
、

(代
)

ピアノとフルートの演奏会.... 

川
内
吟
社
一
二
月
例
会

旅
の
子
に
陰
膳
の
情
春
の
雨

一
月
の
瓜
の
誘
ふ
旅
心

春
風
に

件
ち
止
ま
り
も

し

歩
道
橋

大
ぶ
り
の
羊
併
村
の
な
ん
で
も
屋

一
月
や
ぽ
っ
く
り
寺
へ
願
か
け
た

一
平
併
の
香
に
染
ま
り
た
る
お
か
な

来
樹
園
の
ほ
こ
ほ
こ

土
や
犬
ふ
く
り

草
併
を
採
む
手
休
め
て
頬
張
り
ぬ

菜
畑
を
護
ふ
勢
や
犬
ふ
く
り

三
月
や
朱
の
メ
モ
増
え
る
農
日
誌

~婦人会から~

0平成 9 年度川内町婦人会総会

4 月 1 9 日 ( 日 )午後 1 時より

於 :中央公民館大ホール

総会議事、実践発表 ( 3 ~I ) 、 レ

ク リ ェ ー ション、立食パーティ ー

にて交流

9 年度役員さん、 10年度役員さ

んは、もちろんですが、総会ですか

ら会員の皆さんも ご出席ください。

よい家庭づくり 、 よい地域づく

りについてじっくり考えましょう 。

皆さんとの交流もでき、「来てよかっ

たJ と満足していただけると思いま

す。 お待ちしております。

‘
F 新

し
い
ピ
ア
ノ
を

演
奏
す
る
児
童

池
川

明
谷

-
-
一2
可
ず
自
ハ
ロa1
L
E
vu

-
-
z
丙
ノ
ノ
ノ
カF
4
巧
4
イ

楠ル
従
…
田
度

卜 つが れで ー一第準 優次 た杯信 l
) 与行最まス 三 ニミ*三 優 の寒 。 ク川ム
をシゎ初しプ月 プ谷位 勝勝 と風 ロ河が

詰てた尺セ ;z y 金 南 町 横 fz ;説話
き楠政児 グ日 ,/ -7一 方東 i~nf で行 |のし

主雲;害 3 去 グ校 き? 居 士究 室立て
の穂埜よ サ谷 コ\ チ|チ た があ 二
演さ主る l 小 ン !ム! 大 闘い月
奏ん号ビ ト学 -I-J- ム ム 会 催広卜
会 ( 芙アが校 ソ のさ場七
がフ子ノ 開体 I I 結 れで日
開ルさ演 催育 ト | 果 ま国
か l ん奏さ問 一」 は し保重

ン大小 コよて姫
サ勢 学 会ンにい」

l つ校場サ歌るな
トめ児に l い曲ど
をか 童 は卜出目
楽けの、とすも子
し 、 ほ東な場多と
み身か谷り面くも
手近 、 幼手も、た
jf で地稚ケあ思ち
JB 開域園 乍り わも「
かの児 、 ずよも
れ方、 楽いくの

た々東 しつ知の
コも谷 いしつけ

古
向
瀬

近
1mも倉

古争
;iえ

高
須
賀
滑
江

菅
眠
刊
斗
清

も
川

i也
J!I 

0 4 月ボカ シづ く り

4 月 26 日 ( 日 )午後 2 時

於 :中央公民館大ホール

暖かくなり、ボ‘カシが威力を発

揮します。 べっぴんしゃんも作れ

ます。 お誘い合わせて、ご参加l く

ださい。

選

治
子

照
寺
f

千
春

水
稔

明
谷



TOPIC. TOW; 

さん

(宮東)

PERSON 

高岡繁子この歳満

札
j
u
i
J
l
Y
J
U
山
\
C
J
U
山
、
ケ
グ
ベ
い
こ

J
U
i
-
­

川
、
い
け
い
“
Me
-

-

似

し
川崎
、

-

C
A
ノ

二

回
巴
い
且
T
a
い

よ

v
'
J
d
-

て

ゥ

/
回

u

ι
'
~
J
H
Ml
J司
副
a
-
J
\ブ

J
d

仏
、

μ
リ
ク
ノ
ゲ
I
U
U
4
W
H
ク
グ

t
店
、

H

h
γ
dt
れ
れ

\
1
h

z

グ
，
'
れ
点
、
H

んゲ

中
央
公
民
館
の
「
い
ど
ば
た
会
高
岡
さ
ん
を
は
じ

議
」
の
メ
ン
バ
ー

が
、
こ

の
ほ
ど
め

、

い
ど
ば
た
会
議

の
メ
ン
バ
ー
に
パ
ン

川

柳
も
づ
く
吟
社

二
月
例
会

川
柳
も
づ
く
吟
社
四
月
例
会
御
案
内

水
道
へ
鉢
巻
、
さ
一
締
め
る
霜
予
報

“
さ
く
ら
パ
ン
"

を
作
り
出
し
ま

石
の
上
三
年
経
つ
が
役
立
た
ず

子
を
こ
す
り
雨
戸
附
け
れ
ば
霜
の
朝

し
た
。

づ
く
り
を
し
て
い
る

石
仏
子
向
け
の
花
か
古
戦
場

「川
内
町
の
特
産
品
と
し
て

、

石
崎
ゆ
が
ち
び
で
ア
ン
カ
が
熱
す
き
る

、

吉
、

:

:
〉

、

l

­

A

ノ
カ

u
f

、

f

、
民

ヰ

速
、

さ
く
ら
パ
ン
づ

さ
く
ら
に
因
ん
だ
も
の
を
つ
く
っ

挨
拶
は
お
束
、
い
な
も
し

霜
の
朝

て
は
?

」
と
い
う
公
民
館
主

事
の

助
言
で

、

い
ど
ば
た
会
議
の
メ
ン

バ
ー

が
考
え
出
し
た
の
が

、

こ
の

さ
く
ら
パ
ン
。

く
り
に
取
り
組
み

、

半
丸
一丁
北
日
四
六
つ
い
伏
、
町
ご

ニ
=日
，
才l
h
午
F

コ
コロ
〆

υ

τ
ノ

」

〈

く
ら
パ
ン
が
完
成
し

士
ま
1
)
れ
/
」
O

武
骨
の
子
マ
イ
ク
握
っ
て
枯
れ
す
す
さ

真
直
一
く
に
歩
い

て

い
ま
す
石
頭

太
鳥
居
願
掛
け
石
の
投
げ

積
ま
れ

石
段
に
厄
を
落
し

て
仔
一
る
寺

ま
と
め
役
と

し
て
さ
く
ら
パ
ン
づ
く
り
を

引

っ
張
っ
て
き
た
高

岡
さ
ん
は
「
姉
妹
川
の
木
次

町
に
は
さ
く
ら
に
因

ん
だ
特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
が

、
川
内
町
に
は

少
な
い
。

さ
く
ら
パ
ン
、
、
つ
く
り
は
、
木
次町
交
流

が
き

っ
か
け

よ

と
い
い
ま
す

。

高
岡
さ
ん
達
は

、

さ
く
ら
パ
ン
の
ほ
か
、
ケ

ー

ル
パ
ン
な
ど
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

兼場 日
題所時

四
月
四
日

(土
)
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民

館

持
つ
・
春

・

暖
め
る

(温
め
る
) 喜

撰
亭

高
岡

回
の
岡
田
川

渡
部
佐
久
良

山
本
ひ
ろ
志

平
岡

ヰ公
岡

山

本
田
中

篠
森
美
登
里

都
築
受
賞
子

高
瀬
喜
撰
亭

やんち ゃ な和哉。

元気でたくましく育ってね

(父 ・ 母より )

石川

くん

( 4 月 22 日生)

くん

( 4 月 28 日生)

早く大きくなって

お兄ちゃんと元気いっ ぱい

遊ほうね (父 ・ 母より )

かずや

和哉

詰&

E亘コ
渡部

来月号は、 5 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 4 月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメン トをお寄せください。 選
'>炉
"、

司 宅ヨ
Jぷ立

~* 
舟

義
国

J~_.~ 
F、←

方

;b 

峯



イプブ才メ/ジョブ

園
「
し
ま
な
み
海
道
，

m
w」

園
イ
ベ
ン
ト
募
集
中
1

瀬
戸
内
海
大
橋
完
成
記
念
イ
ベ

ン
ト

「
し
ま
な
み
海
道
'
ω
」
に

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
イ
ベ
ン

ト

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

「
し
ま
な
み
海
道
'
卯
」
で
は
、

こ
の
ル

l

ト
周
辺
の
地
域
を
舞
台

に
、

皆
さ
ん
自
身
が
企
画
し
実
施

す
る
イ
ベ
ン

ト

を
募
集
し
て
い
ま

す
。

個
人

・

グ
ル
ー

プ
を
問
わ
ず

、

ま
た
規
模
の
大

小
に
か
か
わ
ち

ず
、
す
べ
て
公
式
の
イ
ベ
ン

ト

と

し
て

、

情
報
誌
や
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ

を
通
じ
て
全
国
に

P
R

し
ま
す
。

内
容
は
企
画
す
る
あ
な
た
の
ア

イ

デ
ア
次
第
。

自
由
な
発
想
で
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
い
た
だ

き

、
「し
ま
な
み
海
道
'
ω
」
に
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
と
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

口
応
募
の
締
切

7

月
末
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
瀬
戸
内
海
大
橋
完
成
記

念
イ

ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
イ

ベ
ン
ト

募
集
係

(2
9

1

3

・

5
5
7
7
)
ま
で

※
応

募
用
紙
の
請
求
も
右
記
ま

で-
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
，

m
m」

圃
の
参
加
者
募
集

看
護
週
間
の
行
事
と
し
て

一
日

看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

「
将
来
看
護
婦
に
な
り

た
い
」
学
生
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん

、

「
ご
家
族
の
介
護
に
役
立
て
た
い
」

方
、

「
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

方
な
ど

、

日
頃

看
護
と
は
無
縁
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
O
L

、

主
婦

、

男
性
の
方
々
も
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

、

。

'uv
 

口
申
込
み
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名

(
フリ

ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学
生
は

学
校
・
学
年
)

、

電
話
番
号
、
希

望
病
院
名

、

洋
服
サ
イ
ズ
を
書
き

4

月

日
日

(
金
)ま
で
に
次
の
と

こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

実施月日 施設名 募集人数

5/9 松山ベテル病院 10名

5/12 松 山赤十字病院 10名

5/12 道 後 :JI目m 泉 病 院 10名

5/12 松 山 ~c 念病 院 20名

5/13 愛媛県立中央病院 10名

5/13 
老人保健施設

にぎた つ ヲ巴

国立病院
5/14 

四国がんセンタ 20名

5/15 訪問看護ステー ション愛媛 2名

5/9 愛媛+全医療学院附属病院 8 名

5/13 愛媛大学医学部阿属病院 10名|

5/14 目立療養所愛媛病院

※
中
学
生

・

高
校
生
は
、
5

月
叩

日

1

5

月

日
日
の
参
加
に
関
し
て

は
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
。

口
申
込
み
先

市
道 干
後 7
R1T 9 
2 0 
丁
目。

11 ':: 
の &

3 
14 

4公
社 LlJ

--・E・. 4 媛団
受進母 : 県 j宇
講講子 2 7 人
生習家 ZJ
募会庭 8-
集(岳 ) ン

ワ詰 タ
I ~ I 

Z豆空
5促 i

愛
媛
看
護
協
会
内

口
科
目

ワ
ー
プ
ロ

口
講
習
期
間

4

月
幻
日
1

6

月

日
日
ま
で

毎
週
火

・

木
曜
日
(
凶
日
間

)

午
前
日
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

口
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
も
し
く
は
そ
の

子
女

、

又
は
寡
婦
(
年
令
は
お

お
む
ね
刊
歳
ま
で
)

口
募
集
人
員

初
名

口
受
講
料

無
料

(
テ
キ
ス
ト
代
実
費
は
自

己
負
担
)

口
実
施
場
所

松
山
市
中

一
万
町
7

の
3

4耐
久

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

口
申
し
込
み

4

月
日
日
ま
で
に
印
鑑
を
も

っ

て
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
田
子
福
祉
セ
ン
タ

ー

の内
た耳哉
めを岱
の希 ?
言蕎亘里 ?
習す ム

会る !
女 1
4主主 2 

口
科・

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

・

毛
糸
棒
針
編
(
初
級
)

目

口
定
員
・
受
講
料

そ
れ
ぞ
れ
却
名

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

日
程
等

、

詳
細
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
、
申
込
み
は
愛
媛
県

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9
2

3

・
2
2
0

1

)
ま
で

-
「
女
性
の
権
利
(
夫
婦
問
暴
力
)

-
m番
」
電
話
相
談

口
日
時

4

月

刊
日

(
金
)

午
前
叩
時
1

午
後
3

時



イプブヌrメ/ジョブ

口
場松

山

市
一
番
町
4

丁
目
l

の
5

愛
媛
弁
護
士
会
館

所

口口
?!lf， 相 直
~q 談通
料電
E 話
9 
3 
5 

7 
7 

0 

口
主

定
且

,
All 

日
本
弁
護
士
連
合
会

・

愛
媛
弁

護
士
会

口
fF 日 本目し、
京 時 談じ
ふ 室め

12[ な
3や

み

8

時
却
分
1

口
時

口
場
所

中
央
公
民
館

「
」
日
H
火
火
コ
ヨ
、

「
i
L
，

京
qE
ニ
=
ロ
E

F
5

池
川
晶
子
教
育
相
談
員

が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話

2
9
6
6

・

6
1
5
0

(
無料
・

秘
密
厳
守
)

園
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

園
人
が
い
ま
す

園
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を

い
の
ち
を
救
え
る
の
は
あ
な
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の

善
意
が
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性

貧
血
な
ど

の
山

液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提

供
者

(ド
.
ナ
|)
の
白
胤
球
の
型

(H

L
A

型
)
を

一
致
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す

。

こ
の

一
致
す
る
確
率

は
兄
弟
姉
妹
聞
で
4

人
に
1

人
、

そ
れ
以
外
で
は
数
百
人
か
ら

数
万

人
に
l

人
と
ま
れ
な
た
め
、
ま
だ

多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を

受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す

。

こ
の
た
め
、
全
国
で
当
面

目
万

人
を
目
標
に
、
広
く

一
般
の
方
々

に
骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
骨
髄
提
供
希

望
者
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「骨
髄
ハ
ン
ク

登
録
窓
口
」
を

次
の
と
こ
ろ
に
開
設
し
て
い
ま
す

初
歳
か
ら
切
歳
ま
で
の

健
康
な
方
の

登
録
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

{愛
媛
県
骨
髄
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー

}

松
山
市
高
岡
町
加
の
l

の
で

、

開 |ブヲ 愛
設 包 媛
1=1 9 県
~ 7 赤
月 3 -1一
曜 ・ 字
1:1 0 血
7 刊文
O セ
O ン

タ

k
e
程

ヨ

J

P

H

|

、

国
民
リ
月
支
E

会
主
式
検

・
4同
盟
ハ
4
f
A目
指
〓
刀
一
慰

口
受
検
資
格

職
業
訓
練
歴
、

学
一位
等
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

、

検
定

職
種
に
つ
い
て
の

実
務
経
験
年

数
が
必
要
で
す
。

口
実
施
職
種

造
園

・

機
械
加
工
・
仕
上
げ

・

鉄
工

・

建
築
板
金

・

婦
人
子
供

服
・
電
子
機
器
組
立
て

・

建
設

機
械
整
備
・
左
官

・

ブ
ロ
ッ
ク

建
築

・

と
び

・

防
水
施
工
・
サ

ッ
シ
施
工
・
表
装

・

塗
装

・

写

真
・

フ
ラ
ワ

ー

装
飾
等
お
職
種

目
作
業

、

(
実施
級

l

級
-

2

級
・

3

級
)

口
実
施
期
日

6

月
日
日
か
ら

9

月

6

日
ま
で

の
聞
に
お
い
て
愛
媛
県
職
業
能

力
開
発
協
会
が
指
定
す
る
日

口
実
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有
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銃
砲
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参
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登
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手
続
き
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し
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く
だ
さ
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。
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|.4月ごみの収集拘絹川電話一
1. もえる ごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷

月 ・木 土谷. ì~t川・奥松瀬川

天神 ( 1ーLJ 回団地を除く ) 変更なし

火 ・ 金
:1 ヒブ7

週 ~TJJ 

水-土
前松瀬川山 111 団地横灘団地 4月 29 日 (水)は

町筋 (天や11 を除 <) 4 月 30 日 (木)に収集

2 . もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガラスー空ビン類 空き告等金物類 資有源回収

東谷 目西谷

土谷滑川 ・奥松瀬川 4 月 13 日 ( 月 ) H27 日 ( 月 ) 4 月 13 日 ( 月 )
天神(山田団地を除<) 

北方 4 ~ 14 日 (火) H28B (火 ) 4 ~ 14 日以)
南方

町筋(天神を除く )

l 問 4 月 8 日 (水) 4 ~22 日 (水) 4 ~ 15 日 (水)
山田団地・績灘団地



健康センターか5

4月健康憤報
-健康センター n966・2191

圃畑ijl品店「識圃 内 容 身イ体木剖計岨 iり訓測!l則則[IJ

0 1 歳 6 ヵ 月 児健康診査 小児科診察、保健指導、
栄養指導日時 4 月 23 日 (木)

受付 午後 1 - 2 時
場所 健康センター 2 階

対象児 平成 8 年 8-10月 生まれ
の幼児

内容 身体計ìHIJ 、発達チェ Y ク 、
貧血検査、小児科診察、
歯科診察、保健指導(栄
養 ・ 歯科)

持参品 母子健康手帳、ア ンケー
ト (事前に送付します)
使用中の歯ブラシ

持参品 母子健康手帳、ア ンケー
ト (事前に送付ーします)

0乳幼児相談
日時 毎週水曜 日

午前 9 r時 - 12時
場所 健康センタ- 1 階

持参品 目子健康手帳
内容 身体測定、育児相談

-E庭事~l;陪週・

0育児相談 0健康相談 ・ 栄養相談

日時 4 月 30 日 (木)
受付午前 9 - 10時

場所 {佳康センター l 階

対象児 平成 9 年 9 ・ 10月、 平成
9 年 2 ・ 3 月 生 まれの
乳児 ( 6 ・ 7 ヵ 月児、 l
歳 1 . 2 ヵ月児)

内容 身体計測、発達チェック 、
保健指導、 栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー
ト (事前に送付します)

血圧測定、 尿検査を行っています。
健康に関することはお気軽にご相談

下さい。

日時 毎週水曜日
午前 9 時- 12時

場所 健康センター 1 1措
運動指導室

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄り
の痴呆等の相談をお受けしています。
日時 4 月 23 日 (木)

0育児学級 午前 9 時30分- 12時
場所 健康センター及び家庭

訪問
日時 4 月 30 日 (木)

受付午後 1 -2 時
場所 健康センター l 階
対象児 平成 9 年 12月・平成10年

l 月、平成 9 年 5 ・ 6 月
生まれの乳児 ( 3 ・ 4 カ
月児、 10 ・ 11 ヵ 月児)

(注)予約制ですので、事前に保健
婦までご連絡下さい。

EtJ~}i詰Eヨ

日 時 対象児 と 注意事項

手重 4 月 9 日 (木 )
3 ヵ 月 - 7 歳 6 ヵ 月 の者。
本 百 日ぜきにかかった こ とのある方は二種混合(ジ

i昆 午後 2 時- 3 時 フテ リ ア ・ líJJdnJITlU を受付で申し出て受けて下さし、。A企与
c 

麻 4 月 23 EI (木 )
1 歳 - 7 歳 6 ヵ 月 の者。

牢 MMR (風疹 ・ 麻疹 ・ おたふくかぜ)を受けて
疹 午後 3 11寺 - 3 時30分

いる方は 、 受ける必要はあ りません。

日
4 月 24 1:1 (金)

6 ヵ月 - 7 歳 6 ヵ月の者。
本 牢 標準的には、 3 成で 2@] 、 4 歳で l 回の合言 1.3
』出 午後 2 1時 - 3 時

回を受ける必繋があります。炎

。場所 健康センタ -2 階 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体温計

a画‘

-�w_ 
理学療法士による機能回復の訓練を行って
い ます。

日時 毎週水曜日午後 l 時 - 3 時
場所 ガリラヤ荘

(注) 申し 一込みが必要ですので、保健婦ま
でご連絡下さい。

E置目
。不用犬引き取り・野犬買い上げ、

日 時 毎週月曜日
午前 8 時30分- 10時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札
予防注射済票

0犬の登録と狂犬病予防注射
飼われている犬の予防注射 (毎年受ける

こと ) と登録 (生涯一度) を 4 月 2 1 日、 22
日、 23 日、 24 日の 4 日間実施します。 なお、
日程等詳細は 7 ページをごらんください。

-H;:~晶~;ヨ医置

(診療時間 : 午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当番医 住所 電話

5 日
中川病院 松山市南梅本町

976-
( 日 l曜日 ) 7811 

12 日 国立控養所
重信jI町横河原

964-

( 日曜日 ) 愛媛病院 2411 

19 日 池)1 1 内科、
重信 jlfJ 志津川

964 
(日曜日) や11経内科 7787 

26 日 辻井循環器科
重信町田窪

964 一

( 日曜日 ) 内科小児科 0013 

29 日
藤石病院 重信町志津川

964-
(みとりの日 ) 1234 

24時間体制
川内町在宅介護支援センター

9 6 6 -6 2 5 0 
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表紙の写真

3 月 14 日 、川 内Ulrふるさと交流館に川内保

育園園児が訪れ、ウォ ータースライ ダー(iKí't

水プール)などを体験しました。

4 月 1 日オープンより 一足先に温水プー ル

をイ木験した園児は 、 終始ご満悦でした。

( 3 月 1 日現在)

5，233人 ( ー 1 人)

5，791 人 ( -7 人)

11 ，024人(- 8 人)

町の動き

口

男

女

人

(+1 戸)

戸籍の窓
( 2 月 受付分 ・ 敬称、111告)

会お守誕生おめでとうございます

3，689戸世帯数

は
つ
う
ま

初
午
さ
ん

川
上
神
社
の
春
祭
り
で
あ
る
初
午
祭
は

、
旧

暦

の
二
月
最
初
の
午
の
日
で
、

今
年
は
二
月

二
十
八

日
で
し
た
。

上
の
写
真
は

、

昭
和
四
十
年
か
ら
五
十
年

代
頃

と
思
わ
れ

、

福
入
り
の
も
ち
ま
き
に
大
勢
の
人
が

群
が
り

、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た

。

初
午
さ
ん
も
昔
に
く
ら
べ
る
と
、
に
ぎ
わ
い
が

な
く
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
春
を
告
げ

る
初
午
さ
ん
は
、
今
で
も

心
が
と
き
め
き
ま
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡の 日 世帯主

則之 内 高須賀サカヱ 82 1.31 高須賀義喜

下海上 玉井亀三 ~! I) 83 1 .31 玉井謙吉

ガリ ラ ヤ :ir 向井フミヱ 90 1.31 向井フミヱ

ガリ ラヤ荘 小倉 武 85 2.2 小倉 武

森 渡部シヅ子 88 2.9 渡部吉昭

ガリラヤ荘 森 君子 83 2.10 森 君子

下 大石利子 71 2.11 大石やよい

中之IlIJ 古谷繁iilJ 94 2.10 古谷 晃

日 if1J 立花清見 70 2.15 立花久則

場 成谷車芳 77 2 .22 成谷車芳

僻毒
梅
の
花
、
菜
の
花
、
桃
の
花
と

ず
い
ぶ
ん
春
め
い
て
き
ま
し
た

。

机
に
か
じ
り
つ
い
て

仕
事
を
し
て

い
る
身
に
も
こ
の
「
春
風
胎
蕩
」

が
心
地
よ
く

、
外
に
出
て
み
た
く

な
り
ま
す
。

ま
も
な
く
桜
の
季
節
で
す

。

町

内
の
桜
の
名
所
・
名
木
、
そ
れ
に

ふ
る
さ
と
交
流
館
さ
く
ら
の
湯
の

オ
ー
プ
ン
、
桜
に
因
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
は
、
こ
れ

か
ら
桜
一
色

に
染
ま
り
ま
す
。

編集/JI I内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEし(089)966-2222

印刷/岡田印刷



-.eL.・.・'. . .・.・-.・-・.. ..・;・.・-.・._.・.・-.・. .・.... ..・ .Y-.・-.・. '.・.• . • -. ... .•.. -.・ . .・・ . -. . .... .. -• .・ . 
.・. .・.・.・. .・.・.・. .・.・.・. .・. • .・. .・.・.・. .・.・.・. .・. .・­. -. '.-・- .・ . -・- .・. -・- .・. -・'・・. -・'・・. -・- .・ . -・- • -~. ~ ". 

・.:
• '.' ー..

}・
.... I -~. ~ ". 
勺;:

• • -.. 
h ・

・ t• 
IÞ ー­勺 i:

• '.' ー..
0 ・.... I • 
-ー­勺;:

• '." -.. 
}ー.

.... t -~. ~ . 
勺;:

• '.' -.. 
}ー.

.... t -~. ~ ". 
勺;:

• 
'.' 
-.. 
}・

• • 
~. ~ '. 
勺.:

• '.' -.. 
}・ • • 
~. ~ '. 
・・-:• '.' -.. 
I - • 
.... I • 

'-.・
4. ・-:

• • •• 
}・
.... I -P-. ・
勺 i:

• '.' -.. 
}ー.

・ I-~. ~ ". 
勺;:

• 
• -.. 
1. • 

・....... .・.・. .・.._.. .・. ._., .・.._.， .. .._., .・. .ー
;・.二 -.-y;・.・.二-.--.-・.・ .J-.-. ・;・.・ .Jh・.・;・-・ー-・.・:・.・司、-.・ J・.'-・.・. .て .a

・ .---L ・.・.・.二・企・.・・-・ム・.・ .て・ム・.・.で・ 4 ・・-・二.・?・二・・.. 

写
真
は

「
い
ど
ば
た
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
が
作
り
上
げ
た

さ

く
ら
パ
ン
"

で
す
。

ふ
っ
く
ら
と
焼
き
上
が
っ
た
パ
ン
の
顔
に
は
桜
の
花
を
あ
し

ら
い
、

パ
ン
の
中
に
は
、
あ

ん
こ
と

一
緒
に
塩
出
け
し
た
似
の

業
が
入
っ

て
い
ま
す
。

さ
く
ら
パ
ン

桜
の
葉
の
塩
味
と
あ
ん
こ
の
甘
み
が
う
ま
く
か
み
あ
い
、
絶
妙

の
あ
ん
パ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
た
め
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

川
内
町
の

名
物
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


